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【
著
書
（
共
著
）】

『
法
学
入
門
』
国
際
書
院
　
一
九
九
四
年

『
や
さ
し
い
法
学
』（
第
三
版
）
法
学
書
院
　
一
九
九
七
年

『
Ｅ
・
コ
マ
ー
ス
　電
子
商
取
引
の
法
務
と
税
務
』
ぎ
ょ
う
せ
い
　
二
〇
〇
二
年

『
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
の
基
礎
知
識
』（
第
二
版
）
弘
文
堂
　
二
〇
一
二
年

『
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
用
語
辞
典
』
中
央
経
済
社
　
二
〇
二
〇
年

【
著
書
（
共
編
著
）】

『
知
的
財
産
条
約
集
第
一
～
第
五
巻
』
東
京
印
刷
　
二
〇
〇
〇
年

【
学
術
論
文
（
単
著
）】

「
分
裂
ド
イ
ツ
と
本
国
法
の
決
定（
一
）（
二
）」『
日
本
法
学
』
一
九
九
一
年

「
国
際
私
法
と
両
性
平
等
」『
日
本
法
学
』
一
九
九
三
年

「
符
合
の
著
作
物
性
」『
最
近
の
知
的
所
有
権
判
例
評
釈
』
一
九
九
四
年



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
二
二
年
二
月
）

四
四
〇

「
写
植
用
文
字
書
体
の
著
作
物
性
」『
最
近
の
知
的
所
有
権
判
例
評
釈
』
一
九
九
四
年

「
辞
典
の
著
作
物
性
」『
最
近
の
知
的
所
有
権
判
例
評
釈
』
一
九
九
四
年

「
国
の
著
作
」『
最
近
の
知
的
所
有
権
判
例
評
釈
』
一
九
九
四
年

「
国
際
的
法
律
紛
争
と
裁
判
制
度
」『
国
際
摩
擦
の
総
合
的
研
究
』
二
〇
〇
〇
年

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
紛
争
と
裁
判
管
轄
に
関
す
る
判
例
の
流
れ
─Z

ippo

判
決
を
中
心
に
し
て
─
」『
政
経
研
究
』

二
〇
〇
四
年

「
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
紛
争
の
国
際
裁
判
管
轄
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
最
近
の
一
動
向
～Y

ahoo!

事
件
の
展
開
～
」『
日

本
法
学
』
二
〇
〇
五
年

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
電
子
商
取
引
と
裁
判
管
轄
─
判
例
の
動
向
を
中
心
と
し
て
─
」『
国
際
商
取
引
学
会
年
報
』
二
〇
〇
六
年

「
胡
光
輝
報
告
『
中
国
法
に
お
け
る
不
可
抗
力
に
関
す
る
一
考
察
』
の
コ
メ
ン
ト
」『
国
際
商
取
引
学
会
年
報
』
二
〇
一
四
年

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
紛
争
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
国
際
私
法
理
論
」『
日
本
法
学
』
二
〇
一
五
年

「
排
日
移
民
法
成
立
の
背
景
～
写
真
結
婚
の
影
響
を
中
心
に
～
」『
政
経
研
究
』
二
〇
一
五
年

「
日
米
の
報
道
記
事
・
外
交
文
書
に
見
る
写
真
結
婚
の
評
価
」『
国
際
文
化
表
現
研
究
』
二
〇
一
六
年

「
Ｅ
Ｕ
国
際
私
法
に
お
け
る
電
子
消
費
者
契
約
に
関
す
る
消
費
者
保
護
規
定
の
展
開
」『
日
本
大
学
知
財
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
〇
一
九
年

「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
規
則
に
お
け
る
消
費
者
保
護
規
定
の
展
開
」『
日
本
法
学
』
二
〇
二
〇
年

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
紛
争
の
裁
判
管
轄
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
判
例
」『
日
本
法
学
』
二
〇
二
一
年
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